
　

通
常
総
代
会
に
は
総
代
５
０
０
名
の

う
ち
、
実
出
席
２
２
４
名
、
書
面
議

決
２
４
０
名
、
委
任
状
３
名
の
合
計

４
６
７
名
が
出
席
。
は
じ
め
に
袴
田
組

合
長
が
、「
安
倍
内
閣
の
政
策
で
景
気

の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
実
感
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
む
し

ろ
農
業
に
と
っ
て
は
、
円
安
で
飼
料
や

燃
油
、肥
料
な
ど
資
材
価
格
が
高
騰
し
、

先
行
き
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
農
業
や
医
療
、

国
民
皆
保
険
や
食
の
安
全
を
守
る
立
場

か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
総
力
を
挙
げ

て
参
加
反
対
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
も

し
正
式
参
加
し
た
場
合
で
も
、
再
度
新

た
な
運
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
。
平

成
24
年
度
は
、
各
事
業
と
も
厳
し
い
事

業
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
計

画
を
上
回
る
当
期
剰
余
金
が
計
上
で

き
、
引
き
続
き
出
資
配
当
を
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
平
成
25
年
度
は
第
六

次
３
ヶ
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
将

来
を
見
据
え
た
事
業
改
革
を
着
実
に
進

め
、
組
合
員
や
地
域
の
利
用
者
と
の
信

頼
関
係
を
強
固
に
し
、「
信
頼
」さ
れ「
貢

献
」
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
邁
進
し
た

い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
永
年
勤
続
表
彰
や
来
賓
祝

辞
が
行
わ
れ
、
清
水
博
文
さ
ん
（
二
ツ

井
地
区
）
を
議
長
に
議
事
が
開
始
し
、

全
６
議
案
を
含
む
全
て
の
議
案
が
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
己
資
本
増
強
を
図
る
た
め
、
出

資
金
造
成
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
出

資
金
の
期
末
残
高
は
21
億
８
２
８
万

円
と
な
り
、
自
己
資
本
の
期
末
残
高

は
27
億
６
５
２
万
円
（
前
年
度
対
比

１
２
８
・
３
％
）
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

自
己
資
本
比
率
は
15
・
36
％
と
な
り
、

以
前
と
し
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
ま
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
不
良

債
権
は
、
債
務
者
へ
の
経
営
指
導
に
よ

る
延
滞
回
収
や
、
一
部
債
権
の
償
却
な

ど
を
実
施
し
た
結
果
、
不
良
債
権
比
率

は
３
・
19
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

０
・
88
％
減
少
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

　

経
営
収
支
で
は
、
各
事
業
で
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
事
業
収
益
は
伸
び
な

か
っ
た
も
の
の
、
事
業
直
接
費
の
削
減

◎
平
成
24
年
度
決
算

　

６
月
27
日
に
『
第
15
回
通
常
総
代
会
』
を
、
能
代
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
や
平
成
25
年
度
事
業

計
画
、
第
六
次
３
カ
年
計
画
な
ど
全
６
議
案
の
ほ
か
、
付
帯
決
議
や

特
別
決
議
を
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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通
常
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代
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15
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通
常
総
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農
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
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